
【取組の目的】 健やかな子どもを育てるため、地域が一体となって子育てする環境を整備します。

,

≪指標に影響を与えた主な取組、要因 ≫

３：達成率 ≧ 100%・前年比伸び率 ＜ ０%
１：達成率 ＜ 100%・前年比伸び率 ＜ ０%

子どもの安全の確保

子育て世帯の不安の解消

徳育の推進

早期療育の実施

地域ぐるみの子育て支援の推進

取　　組　　の　　基　  本  　方  　針 H24

3.8

≪ 展開方向 ≫        拡充（順調）　 　　　　     拡充（改善必要）　 　　　　     継続推進　　　　　      縮小

6 評価結果の平均値（B）

4

3

3.5 3.6 3.2
袋井警察署やスクールガードボランティア・スクールガードリーダーとの連携など、子どもが被
害者となる犯罪や事故、虐待(子育て放棄も含む)などを未然に防ぐ体制づくりを進めていく。

25 乳幼児健診事業 3 3

放課後子ども教室推進事業

4 4

5
地域全体で子育てを支援し、子育てに不安や悩みを持つ親に対する相談指導、子育てサークル等への支援、子育て情報
の提供、並びに家庭で子育てを行う家庭への支援を実施し、子育てしやすい環境づくりに努めていく。

24 4 3

現在、各幼稚園・保育所、小・中学校、公民館で実施している『一徳運動』の連携を強化するこ
とで、地域や家庭への徳育の浸透を図り、「おもてなしの心」と「感謝の心」を育む環境づくり
に努めていく。 23 徳育推進事業 44

3 4

22 のびのび園庭グリーン事業 3 3 3

3 4

3
増加する相談支援の需要に対応するため、職員の技術向上や人材確保に努めるとともに、相談設備等、支
援体制の充実を推進していく。また、子ども発達支援の総合窓口的な立場として機能している「子ども支
援室」について、施設環境の充実・改善を図り、市民の利便性向上に努めていく。

21 私立幼稚園運営助成事業 3

地域全体で子育てを支援する基盤の形成を図るため、中央子育て支援センター等の子育て支援セ
ンターや、子育てサークル等への支援、子育て情報の提供をすることにより、子供を育む力のあ
る地域社会を目指す。 20 公立幼稚園教育振興事業 32

3
保育施設の定員数増加と共に申込者数も増加傾向にあり、特に０～２歳児の需要が高い。新たな
認可保育所を新設し、高まる保育サービスへの需要に対して、効率性や公平性を十分に配慮し対
応することで、多様な保育サービスの充実を推進していく。

1

19 幼稚園預かり保育事業 4 3 4

18
公立幼稚園管理運営事業（すこやか子
ども課） 4

多様な保育サービスの充実

3
番号

17 不妊治療費助成事業 4 3
H25 今　　後　　の　　展　　開　　方　　向

4

3
４ ～ 3.6：順調                        3.5 ～３：概ね順調
2.9 ～２ ：一部に改善を要する   1.9 ～１：全体的に改善を要
する2.0 3.7 3.5 16 妊婦支援事業 3 3 3

15 保育ママ 3 3
取組指標の

評価結果（A）
有効性等の

評価結果（C）
主要事業の

評価結果（B）
≪ 評価基準 ≫

4

取　　　組　　　の　　　評　　　価
14 認証保育所・認可外保育施設補助事業 4 3 4

3.1 概ね順調
各評価結果
の平均値

11

13 民間保育所建設費補助事業 4 3

4 4
中央子育て支援センター一時預かり事
業

『 　  取 　　組 　  』　   の 　　総　　合　　評　　価　　 と　　 今  　 後　   の 　  展　　 開　　 方　   向 12 民間保育所運営費補助事業 4 3 4

2 4
４：達成率 ≧ 100%・前年比伸び率 ≧ ０%

≪評価基準 ≫
10 親子交流広場運営事業 3

◎平成24年度の「袋井あそび保育園」（定員120人）の 開園、平成25年度の「愛野こども園」の定員拡
大、認証保育所の追加認証など、受入定員数が拡大し、待機児童減少に繋がった。

4
２：達成率 ＜ 100%・前年比伸び率 ≧ ０%

中央子育て支援センター運営事業 4 3 4

8

評価結果の平均値（A） 2.0 評価結果の平均値（C） 3.7 9

放課後児童クラブ運営事業 4 3 4

親教育講座開催事業 4 4 47

達成率 伸び率

実 績 値 4

◎　平成25年度に待機児童ゼロの達成を目指し、保育施設整
備、定員拡大、認証保育所の拡充など保育サービスの提供に努め
てきたが、未達成である。
◎　平成24年8月「子ども・子育て関連3法」が成立し、子ど
も・子育て支援を総合的に推進するための「子ども・子育て支援
新制度」が平成27年度にスタートする。子育て支援サービスの
ニーズ等を把握した上で、「袋井市子ども・子育て支援事業計
画」を平成26年度に策定する｡

目 標 値

評　 価

3 4 4

ファミリー・サポート・センター運営
事業 4 3 4

実 績 値

6 母親クラブ育成事業
　　　緊　急　性
 　 ４．極めて高まっている
  　 ３．高まっている
 　  ２．一定程度高まっている
      １．高まっていない

目 標 値

評　 価

達成率 伸び率

4
98.9 1.9 93.0 1.0 4

◎　本市の出生率は県平均より高く、保育所への入所申込希
望者の増加により待機児童数は平成26年４月1日現在で16
人いることから、継続して保育の充実に取り組む必要があ
る。
◎　その特徴として、３歳以上の子どもについての待機児童
は解消されているが、０～２歳児の保育環境の整備について
必要性が高い。
◎　『早期療育システム』の構築により、発達障がいの疑い
のある子どもへの早期療育を総合的に推進する必要がある。

2 2

5

3

3
ふくろいファミリー・サポート・セ
ンター協力会員数【人】

目 標 値 375 403

地域子育て支援システム運営事業 4 4
評　 価

4
達成率 伸び率

4 4
評　 価 1 2

　     必　要　性
     ４．極めて高まっている
  　 ３．高まっている
 　  ２．一定程度高まっている
      １．高まっていない

44

◎  平成25年度の、愛野こども園の定員拡大により、平
成24年度より待機児童は大幅に減少した【前年４月比：
▲13人】
◎　預かり保育を12園で実施しており、保育需要に一定
の成果がある。
◎　平成22年度に開設した『早期療育支援センター』や
平成23年度から実施している『子ども発達支援トータル
サポート事業』は、子育ての相談や支援に一定の効果があ
る。

有 効 性

83.8 1.9
2 施設型子育て支援センター運営事業 4

放課後児童クラブ施設管理事業

3

達成率 伸び率 91.5 ▲ 0.2

実 績 値

巡回型子育て支援センター運営事業
実 績 値 371 375

97,091

目 標 値

72.2

2
2 4

118,000
1

４．極めて効率的
３．効率的
２．一部効率的でない
１．効率的でない

４．極めて影響あり
３．影響あり
２．どちらでもない
１．なし又は代替手法あ
り

98,952

10 0

3

18 5 ４．極めて有効
３．有効
２．一部有効でない
１．有効でない3

0.0

効 率 性

　『　取　組　』　に　係　る　社　会　の　動　向　・　本　市　の　現　状　（　主　な　取　組　）　

地域子育て支援センターの年間利用
者数【人】

目 標 値 106,000

47.0

『 取 組 指 標 』 の 分 析 と 評 価 結 果 『 取 組 』の 有 効 性・必 要 性・緊 急 性 の 評 価 結 果

1 保育所待機児童数【人】

取組の評価 3.1 概ね順調
         ≪ 取組１ の基本方針≫
             １　多様な保育サービスの充実　　　　　　　　 ４　徳育の推進
             ２　地域ぐるみの子育て支援の推進 　　　 　　５　子育て世帯の不安の解消
　　　 　　  ３　早期療育の実施      　　　　　　　　　　     ６  子どもの安全の確保

備　考　欄評　価　項　目 事 業 評 価 表 の 評 価 結 果

番
号

廃止の影響

主 要 事 業 名

評　 価 2 2

H25

実 績 値

　『主要事業 』に係る事業評価表の評価結果　　

　　　 有　効　性
　　４．想定どおりの成果
 　  ３．概ね想定どおりの成果
      ２．一定の成果
 　  １．想定した成果なし

達成率 伸び率 55.5

《社会の動向》《社会の動向》《社会の動向》《社会の動向》
◎核家族化や女性の社会進出などに加え、リーマンショック以降の景気低迷の影響で働かざるを得ない母親が増加していると言われている。政府も少子化を緊急に対応すべき重要課題の一つとして捉えており、緊急的な施策として待機児童解消のための取組を一層加速化させている。
平成２５年４月に平成２５、２６年度の２年間で２０万人、全国的な保育ニーズのピークを迎える平成２９年度末までに、４０万人分の保育の受け皿を確保する「待機児童解消加速化プラン」が発表された。また、「子ども・子育て支援新制度」が平成27年度４月にスタートする。

《本市の現状》《本市の現状》《本市の現状》《本市の現状》
（主な取組）（主な取組）（主な取組）（主な取組）

◎平成23年度に『愛野こども園』（定員60名）、平成24年度に『袋井あそび保育園』（定員120名）を新設 、平成25年度には、愛野こども園の定員を30名分拡大するなど、定員の拡大を図ってきた。また、新たに認証保育所２園を追加認証した。放課後児童クラブでは、平成
25年度に山名小の放課後児童クラブを拡張。今後は、『たんぽぽ第二保育園』（定員70名）を新たに整備し、平成27年４月の開園を目指していく。

番号 指　標　名 項　　目 H24 H25

取組１ 子育て環境の充実

政策４ 未来を拓く人づくり


